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1.｢5｣と ｢10｣を表わす数詞がそれぞれ ｢手｣と ｢両手｣に由来する罰 吾が多い｡
2.それらの数詞に対する足し算,引き算が組み合わされる｡
3.そのような言語において ｢20｣以上からは ｢20｣がベースになることが多い｡｢20｣
はチュクチ語,エスキモー語では ｢人間｣の意味 (｢5｣はそれぞれ ｢手｣｢腕｣に由
来)
4.チュクチ語の ｢10｣を表わす数詞は ｢両手｣を意味 し,ティンリン語 (ニューカレド
ニア南部)の ｢20｣を表わす数詞は ｢一人分｣.｢40｣は ｢二人分｣をそれぞれ意味
する｡










泉井 (197S:266)は. ｢昔から人間の手足に10本の指があるかぎり,<10>は r人間的に自然なJ数
である｣と述べている｡






























































(8)の場合には ｢だけ｣と, (9).(10)の場合には ｢さえ｣と意味が近い｡これらの例























































































これらにおける ｢いち｣あるいは ｢ひと｣は,不定性を表わしており,英語の onedayにお






















































































































いのが 3を含む例である｡走重 (1998)の ｢魔法の数 (マジカル･ナンバー) ･3｣という考
え方は,この点をとらえたものである.彼は人間が 3 という数を ｢完全な致｣としてとらえ
がちであることを示すため,r史記｣,r老子Jなどの例.おちつき,ピタゴラス学派によ












9 ｢八つ当たり｣について.例えばr広辞苑 (第4版)｣では r誰彼の区別なく八方へ当たり散らすこ
と｣と定義しているので,それに従いこの例における ｢八つ｣が方角を指すとした｡
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